
2024年度法政大学地理学会 定期総会 

 
日時：2024年5月11日(土) 11:00～12:00 

場所：ボアソナードタワー13階 BT1300 教室 
                              

・開会の辞 
 

・会長挨拶 
 

Ⅰ 総会成立確認 
 

Ⅱ 議長・書記・議事録署名人 指名 
 

Ⅲ 議事 
 

１．2023年度事業報告 
1）2023年度定期総会の開催，および2024年度定期総会の開催準備 

法政大学地理学会2023年度定期総会は，2023年5月13日（土）開催し，常任委員会よ

り提出された原案が承認された。（出席者 21 名、委任状 35 名） 

定期総会では法政大学社会学部の澤柿教伸教授による講演『第63次南極地域観測隊の

越冬活動』、及び 3題の一般研究発表が行なわれた。 

2）機関誌『法政地理』56 号（2024年3月24日発行）と法政大学地理学会ニュースの発行

（年 4回発行） 

・「法政地理」56号は紙碑、シンポジウム特集、研究ノート 2編、フォーラム 1編、文

献紹介 4編などを内容とし、総頁 108頁であった。  
 ・法政大学地理学会ニュースを以下の通り発行した。  

   第1号 2023年 6月 15日発行 

  第2号 2023年 8月 28日発行 

  第3号 2024年 1月 20日発行 

第4号 2024年 3月 23日発行 

 

3）例会について 

・2023年度第1回例会  

第1回例会（日帰り巡検）は 2023年9月23 日（土）に、「土石流災害からの復興お

よび中心市街地活性化の現状をみる」とのテーマで開催し、11名が参加。内容は、

2021年7月に熱海市伊豆山地区で発生した土石流災害からの復興状況の把握や、観

光客が激減した熱海における中心市街地の再生を確認した。また、1919年に建築さ

れ、根津嘉一郎などの実業家や政治家によって所有された別荘の起雲閣を訪れ、最

後に網代における石の採掘場や積み出した石丁場と呼ばれる遺跡などを見学した。 
・2023年度第2回例会  

   第2回例会（シンポジウム）は 2023年10月21日（土）に、「関東大震災100年 大地震

と都市空間―過去に学び、近未来を描く―」のテーマで法政大学江戸東京研究セン

ターとの共催で対面形式にて開催した（会場は市ヶ谷キャンパス富士見ゲート4階

G402教室）。会場には会員だけでなく、非会員の方の来場もあり、合計71名が参加し

た。初めに陣内秀信氏（江戸東京研究センター特任教授）の基調講演があり、続い

て地震学の宍倉正展氏（産業技術総合研究所地質調査総合センター）、経済地理学の

鷲崎俊太郎氏（九州大学経済研究院准教授）、表象文化論の岡村民夫氏（法政大学国

際文化学部教授）の報告があった。この報告を受けて前杢英明教授，米家志乃布教



授からのコメントがあり、全体討論を行なった。 
 

4）ホームページの管理・運営 

学会開催のイベントごとにホームページにて情報を発信 

ホームページの年度毎の内容更新 

ニュースレターの内容，「法政地理」誌54号までの内容を PDF にて掲載 

ＨＰ問い合わせページの管理や Facebook との連携 

 学会ウェブサイトのニューアル    
 

5）会員名簿の管理 

2024年４月1日現在 会員総数 770名 
名誉会員：6名 

一般会員：252名（院生21名を含む） 

学生会員：512名（学部学生438名，通教学生など74名） 

2023入会者  125名（一般7名（院生2名含む），学生118名（学部学生105名含む）） 

2023度退会者 107名（一般11名（院生5名含む），学生96名（学部学生94名含む）） 

2023末除籍者 14名（一般10名（院生0名），学生4名） 

 

6）機関誌「法政地理」の PDF 化完成 

2023年度の総会でお知らせしたように、会員の利便性向上に資するために行なって 

いた法政地理の PDF 化が完了し、法政大学図書館ウェブサイトの学術機関リポジト

リで1号からすべて閲覧できるようになった。法政大学図書館のサイトからも閲覧

できるし、学会ウェブサイトにリンクが張ってあるので、「トップページ」→「研

究論文・出版物」→「機関誌」とクリックすれば閲覧できる。また、学会ウェブサ

イトには、図書館のサイトより簡単な検索機能があり、キーワードを入力すれば、

関係する論文、研究ノート、文献紹介、フォーラムなどに容易にたどり着くことが

できる。論文やレポート作成、文献収集などに是非ご利用下さい。最新号について

は登録に時間がかかるので送付したものを参照してください。 

 

7）「地理学研究奨励金」の授与に関わる事業 

2023年10月9日に桜美林大学に於いて、法政大学地理学会地理学奨励金授与審査委

員会を開催し、下記の者に授与することに決定した。 

・吉原圭佑(法政大学大学院人文科学研究科地理学専攻博士課程) 

授与対象論文：グローバルアライアンスと国際航空路線網の変遷 

(法政地理第55号掲載) 
・石川恵架(法政大学文学部地理学科2021年度卒業) 

授与対象論文：1980年代を知る人々からみた神田学生街の変容 

(法政地理第55号掲載) 

 

     8）その他 通常払込料金加入者負担への変更 

      法政地理55号から綴込の払込取扱票を赤色の通常払込料金加入者負担用のものに変

更した。この払込取扱票を利用して、ゆうちょ銀行の通帳もしくはキャッシュカー

ドで払込の手続きをすれば、通常払込料金が無料となる。ただし、ATM でも窓口で

も現金で払込手続きをすれば手数料110円がかかる。 

 

 

 

 

 



２．2023年度決算報告 

 

 
 

３．2023年度監査報告 

 

４．2024年度事業計画 
1）2024年度定期総会の開催，および2025年度定期総会の開催準備 

2）機関誌『法政地理』57号（2025年3月発行）法政地理学会ニュース（4回発行予定）の

刊行 

3）例会の開催 
     巡検，シンポジウムの開催 

4）学会ウェブサイトおよび facebook の管理・運営など 

5）会員名簿の管理 

6）支部活動の援助等 

7）「地理学研究奨励金」の授与に関わる事業 

8）法政大学地理学会 論文賞の選考と授与 

9）選挙管理委員会の設置と評議員選挙 
10）学生会員の親睦活動の補助（会員の継続などを依頼） 

11）その他  

 

 

 

 



５. 2024年度予算案 

 

 
 

 

６．「地理学研究奨励金」の授与 
  

 

Ⅳ 議長・書記・議事録署名人 解任 
 

・閉会の辞 

 

 


